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問　題
　情動を中核とする心理的ストレス ・ モデル（古屋 ・












































versity students. Interpersonal Orientation Scale（Hill, 1987）, Interpersonal Stressor Scale（Hashi-
moto, 2005）, and Psychological Stress Response Scale（Niina, 1994） were administered to 86
undergraduates. Correlational analysis revealed that attention and social-comparison motives were














































































































































































不安および怒りの 3 下位尺度各 6 項目と二次的反応と
して意欲反応領域の自信喪失、無気力、絶望の 3 下位
尺度各 ４ 項目、思考反応領域の思考力低下と侵入的思
考の 2 下位尺度各 ４ 項目、および対人反応領域の孤立、












ら成り、PSRS-50R と同様、各項目について過去 1 週
間の内にどのくらい経験したかを 5 件法「 0 ．まった
くなかった」～「 ４ ．大体いつもあった」で評定させ
るものである。








































各 6 項目から構成され、「 1 ．まったくなかった」～
「 ４ ．しばしばあった」の ４ 件法で回答を求めた。















































































尺度 平均 SD 平均 SD t df p
親和動機尺度
情緒的支持 12.9 3.４6 12.9 3.93 0.07 8４
ポジティブ刺激 15.４ 3.06 15.2 3.01 0.23 8４
注目 15.5 2.9４ 16.9 2.17 －2.４2 ４8.71 *
社会的比較 16.0 2.61 16.9 2.25 －1.63 8４
ストレッサー尺度
対友人葛藤 9.2 3.26 9.8 3.56 －0.80 8４
対友人過失 7.5 1.96 7.9 2.8４ －0.59 8４
対友人摩耗 9.6 3.5４ 12.４ ４.3４ －2.97 8４ **
対人ストレッサー 7.7 7.17 10.2 8.４3 －1.４0 8４
心理的ストレス反応
不安 5.9 ４.86 8.9 5.57 －2.４7 8４ *
抑うつ気分 9.3 6.89 11.8 7.72 －1.5４ 8４
怒り 8.5 6.39 9.8 6.４2 －0.88 8４
高揚感 10.４ 5.33 9.1 ４.78 1.19 8４
二次反応
引きこもり ４.9 3.59 5.3 ４.87 －0.3４ 8４
対人不信 3.４ 3.29 ４.8 ４.06 －1.61 8４
依存 6.5 ４.70 8.４ ４.78 －1.80 8４









対友人葛藤 －.038 －.036 .1４5 .069
対友人過失 .119 .112 .068 .167
対友人摩耗 .163 .081 .255 * .229 *





































不安 .35４ ** .3４3 ** .37４ ** .４96 ** .008 .10４ .122 .253 *
抑うつ気分 .328 ** .326 ** .４07 ** .４6４ ** －.10４ .076 .100 .226 *
怒り .310 ** .119 .219 * .４35 ** －.076 －.02４ .001 .059
高揚感 .011 .088 .005 －.077 .538 ** .271 * .162 .063
引きこもり .325 ** .210 .185 .385 ** －.21４ * －.2４5 * －.022 .031
対人不信 .４6４ ** .368 ** .378 ** .560 ** －.055 －.085 .119 .138
依存 .32４ ** .335 ** .４85 ** .４72 ** .220 * .260 * .353 ** .3４5 **
身体反応 .093 .203 .161 .359 ** .062 .095 .105 .11４
*p<.05　**p<.01







N 平均 SD N 平均 SD N 平均 SD
不安
低群
低群 22 6.４ 6.05 18 5.6 5.12 23 7.1 5.４0
高群 19 10.5 ４.23 23 10.４ 5.15 18 9.8 5.68
高群
低群 18 ４.8 ４.32 21 5.9 5.50 17 ４.４ ４.51
高群 27 9.0 5.４2 2４ 8.6 5.06 28 9.1 5.12
抑うつ気分
低群
低群 22 10.8 7.59 18 9.7 7.19 23 10.7 7.00
高群 19 15.2 6.83 23 15.3 6.89 18 15.6 7.33
高群
低群 18 ４.8 5.71 21 7.7 7.86 17 ４.8 6.17
高群 27 12.0 6.59 2４ 10.４ 6.3４ 28 11.8 6.４1
怒り
低群
低群 22 8.8 6.87 18 8.5 5.32 23 9.４ 5.76
高群 19 12.2 5.2４ 23 11.8 6.78 18 11.5 6.98
高群
低群 18 5.9 5.４2 21 8.3 6.80 17 6.6 6.29
高群 27 10.1 6.56 2４ 8.6 6.19 28 9.6 6.33
高揚感
低群
低群 ２２ 6.１ ３.２5 18 6.8 3.5４ 23 7.1 ４.09
高群 １9 8.１ ４.0４ 23 7.2 3.95 18 6.9 3.33
高群
低群 １8 １３.４ 5.２0 21 11.7 5.86 17 12.４ 6.22










高かった。 2 番目と 3 番目は、注目動機と対友人過失
ストレッサーの交互作用で、不安（F=４.78, df= 1 /82,











































N 平均 SD N 平均 SD N 平均 SD
不安
低群
低群 26 5.3 5.66 １9 ３.6 ４.４5 26 5.1 5.21
高群 16 9.7 ４.80 ２３ 9.8 5.１5 16 10.1 5.25
高群
低群 1４ 6.3 ４.83 ２0 7.8 5.２7 1４ 7.5 ４.90
高群 30 9.6 5.13 ２４ 9.２ 5.２１ 30 9.0 5.37
抑うつ気分
低群
低群 26 7.8 7.78 １9 5.8 6.0２ 26 7.8 7.11
高群 16 1４.3 6.53 ２３ １４.0 7.４４ 16 1４.3 7.75
高群
低群 1４ 8.7 6.79 ２0 １１.３ 7.95 1４ 8.7 7.62
高群 30 12.8 6.98 ２４ １１.7 6.４9 30 12.8 6.58
怒り
低群
低群 26 7.7 6.51 19 6.8 ４.73 26 7.7 5.99
高群 16 11.1 6.09 23 10.7 7.31 16 11.0 6.96
高群
低群 1４ 7.2 6.2４ 20 9.9 6.9４ 1４ 9.3 6.32
高群 30 10.9 6.16 2４ 9.7 5.98 30 10.0 6.４7
高揚感
低群
低群 ２6 8.0 5.４３ 19 9.1 5.5４ 26 9.1 5.53
高群 １6 9.7 ３.４8 23 8.3 ４.20 16 7.9 3.3４
高群
低群 １４ １１.9 5.05 20 9.8 5.４9 1４ 9.8 6.17


























































N 平均 SD N 平均 SD N 平均 SD
不安
低群
低群 ２２ ３.5 ４.１４ 18 3.8 3.8４ 22 ４.４ ４.29
高群 １9 １0.１ ４.４３ 23 8.7 5.４1 19 9.1 5.４1
高群
低群 １8 8.３ 5.59 21 7.5 5.78 18 7.9 5.59
高群 ２7 9.３ 5.３7 2４ 10.2 ４.86 27 9.6 5.30
抑うつ気分
低群
低群 22 5.5 6.19 18 5.2 5.35 22 6.2 6.55
高群 19 12.7 6.78 23 11.7 7.52 19 11.9 7.17
高群
低群 18 11.3 7.58 21 11.6 7.96 18 10.6 7.４2
高群 27 13.8 6.89 2４ 13.9 6.４3 27 1４.3 6.76
怒り
低群
低群 22 6.3 6.４8 １8 5.9 ４.6４ ２２ 6.5 5.68
高群 19 11.3 5.3４ ２３ １0.7 6.88 １9 １１.0 6.5２
高群
低群 18 8.9 6.02 ２１ １0.5 6.４5 １8 １0.３ 6.0４
高群 27 10.8 6.62 ２４ 9.6 6.４４ ２7 9.9 6.7１
高揚感
低群
低群 22 9.0 6.18 18 9.8 5.39 22 9.8 6.23
高群 19 10.2 3.97 23 9.3 5.2４ 19 9.3 3.97
高群
低群 18 9.9 ４.85 21 9.2 5.63 18 8.8 5.09
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要　約
　本研究の目的は、親和動機が心理的ストレス過程に及ぼす影響を分析することである。86名の大学生
を対象に、Hill（1987）の IOS 日本語版、橋本（2005）の対人ストレッサー尺度、新名（199４）の心理
的ストレス反応尺度（PSRS-50R）が実施された。相関分析の結果、注目動機と社会的比較動機が高いほ
ど対人摩耗ストレッサーを経験しやすいことが示された。また、社会的比較動機と不安、抑うつ気分の
間に、またポジティブ刺激動機、情緒的支持動機とポジティブな情動の間に正の相関が認められた。ま
た、分散分析の結果、注目動機が強い人ほど対人過失ストレッサーに敏感に反応し、小さなストレッサー
に対しても強い不安、抑うつ気分を示すことが示され、親和動機のタイプによって対人ストレッサーに
対する感受性が異なることが示唆された。
キーワード：心理的ストレス過程、親和動機、対人ストレッサー、大学生
